
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

ごあいさつ 
 

松本たけひろ市長が辞職を表明されました。 

１２年の市政運営に感謝と敬意を表します。 
 

市長の仕事は本当に大変なのです。 
 

和光市民８４，０００人の幸せを第一に考え、 

財政を見ながら、福祉の向上と地域の発展に向け、 

政策という戦略をたてる。 
 

まさに 「市の経営者（シティ・マネージャー）」 。 
 

新型コロナウイルス感染症のまん延により 

市民の皆様の生活が苦しくなり、 

ワクチンの接種もまだ始まったばかり。 
 

市役所の不祥事やパワハラ、隠ぺいと 

行政への信頼が薄れています。 
 

愛する和光市をなんとかしたい。 
 

必要なのは、ワクチン接種を始め、政策を前に進める 

行政経験豊かな 「マネージャー」としての資質。 
 

そして、市役所の組織を理解し立て直す、 

覚悟をもった「強いリーダー」としての資質。 
 

時には先頭に立って市民を引っ張り 

時には一番後ろで市民を支える、 

そんなリーダーをつくってまいります。 
 

市民と共につくる、輝く和光市を。 

 

 

これからの和光の未来を明るく、

我々市民が住みやすい街にするため

に、希望のタネ（SEEDS）をキーワード

に政策提言をしています。 

 

現在、和光市議会議長。希望の花を咲かせる会「政策委員長」。

平成２３年市議会議員に初当選し、以降３期連続トップ当選。 
 

和光市生まれ、和光市育ち。妻・母・子ども３人（すべて女の子）・

犬（茶々丸・オス）と暮らしている。親の介護を現在も行っており、

高齢者福祉向上の必要性と、介護する側の心身のケアの大切さ

を実感する。 
 

地域のコミュニティー活動は幼いころから参加しており、氏子青年

会の会長や氷川神社氏子総代なども務める。 
 

地元小学校のＰＴＡ会長や育成会会長、学校応援団など、教育

にも熱心で、下新倉小学校の建設に一から携わる。関係者の意

見をまとめることに尽力をした。 
 

消防団の活動は３０年、現在副団長、消防庁長官からの表彰も受

ける。地域子ども防犯ネット代表や地域防犯推進連絡会議 会長

なども歴任し、和光市の防災・防犯にも積極的に参画している。 
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「希望の花を咲かせる会」とは？ 

 

市民とつくる！私たちも応援しています！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

市役所は職員数４２６人（令和２年４月１日現在）の大

きな組織です。下の図は和光市役所の「課」です。課の

数が多く、内容は多岐にわたります。 

 

松本市長が不祥事の責任をとって退任をされまし

た。コロナ禍で大変な人がたくさんいます、ワクチン接

種も途中です。即戦力の市長が求められています。 

こうした職務を４２６人の職員が分担をし、市長がマ

ネージメントをしていくのですが、そう簡単にできるも

のではありません。 

 

私も市議会議員として１０年、二元代表制の市長と同

等の立場の「議長」として、市役所の仕事をみてきまし

たし、市長の仕事もみてきました。 
 

ワクチン接種も道半ば。「経験と実績」「継承と発展」

を掲げ市民の「安心」をつくってまいります。 

 

今はコロナ禍、即戦力の市長を 

市役所の仕事はたくさんある 

経験と実績が必要 

市役所の職員は「行政のプロ」です。このプロの力を

引き出すためには、市長自身に経験や実績があり、納

得して動いてもらうことが必要です。もちろん、経験は

最初から豊富な人はおりません。 
 

でも、今はコロナ禍なのです。ワクチン接種を待ち望

む市民が目の前にいます。仕事に影響がでて生活が苦

しくなった市民が目の前にいるのです。 

 

継承と発展へ 市民の安心を！！ 

私たちが考える和光市の未来で最も重要な「安心」、一日も早く新型コロナウイルスから市民の安心を

取り戻すこと、そして高齢者の安心をつくっていくことが不可欠です。そして、働く女性が多い和光市だか

らこそ、子育て支援も充実している、私たちはそんな和光市を目指します。 
 

迅速なワクチン接種／感染意識の注意喚起／ｴｯｾﾝｼｬﾙﾜｰｶｰへの慰労金／不妊治療支援／働く女性支援／ 

AI 保育受付システム導入／給食費軽減検討／高齢者の居場所・窓口の充実／防犯カメラ導入／ＬＥＤ支援 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点政策の ＳＥＥＤＳ！（希望のたね）  

 

新型コロナウイルスにより、市内経済にも重大な影響が生じています。個人商店など市内の商工業に活

気や魅力があって、日々の暮らしがなんとなく楽しい。身近に市民農園や観光農園を楽しめる環境があ

り、充実した休日が過ごせる。私たちはそんな和光市を目指します。 
 

中小企業支援策の充実／個人事業主支援マルシェ・屋台村の開催／市内事業者の入札機会の見直し／ 

新倉ＰＡのＳＡ化・道の駅／地産地消（わこ産わこ消）の推進／観光・体験を含む市民農園の充実／北口ビルの開発等 

 

 

 

   

 

 

  

   

 

    

 

  

 

 

  

 

 

世界中で気候の変動が起こり、さまざまな自然災害が増え、改めて自然環境を保全することの重要性や

緊急性が高まっています。都市近郊にありながらも湧水や緑地などの自然環境が豊かで身近に感じるこ

とができる。私たちはそんな和光市を目指します。 
 

地球にやさしい和光（環境教育・ＥＶスタンド等）／省エネ機器の導入／不法投棄の抑制／林、緑、湧き水の保全 

公園等への植樹推進／川の水辺再生事業の推進／水や生物と親しめる公園の整備／保護犬・猫の支援 等 

 

 

  

 

  

 

 

 

  

  

  

 

 

和光市の学校施設は老朽化が進んでおり早急な対策が求められています。また、駅北側には中学校が

ないため、学校施設の適正な配置についても考えていく必要があります。学校教育から生涯学習まで、誰

もが自ら進んで学べる環境が整っている。私たちはそんな和光市を目指します。 
 

駅北側中学校の配置／体育館の空調設備整備／誰一人見捨てないＩＣＴ教育推進／新設される児童相談所との連携 

図書館・公民館の「学び」と「ひとのつながり」支援／市民の健康ライフ支援／スポーツ団体への活動・大会参加支援等 

 

 

 

和光市の駅北側は駅前広場や道路、公園等の整備が遅れており、大変狭い道路も多く、緊急車両などの

往来が困難な道路もあり、生活道路の拡幅を急ぐ必要があります。子どもからお年寄りまで誰もが交通に

不便を感じず快適に移動することができ、誰もが住んで心地よい。私たちはそんな和光市を目指します。 
 

北口区画整理と再開発の一体的施行／和光北インター区画整理事業の推進／バリアフリー歩道の整備／ 

国道２５４号・２９８号から生活道路への進入抑制／デマンドタクシーの検討／バスによる公共交通空白地域の解消等 

 

 

   

 

 

  

  

 

  

 

 

  

  

安心して暮らせる街に！ 

活気あふれる元気な街に！ 

人や自然にやさしい街に街に！ 

誰もが快適に暮らせる街に！ 

進んで学べる環境ある街に！ 

SDGs とＷell-being を推進！ 

ＳＤＧｓが組み込まれた総合振興計画 

にある目標像を市民の「しあわせ度」を高める 

「Well-being 計画」として推進します。 


